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算
　
数

1　同じ位
くらい
どうしをたして、10になったら上

の位に1くり上げます。

⑴　		 ⑵　	 ⑶　

⑷　		 ⑸　	 ⑹　

2　正午よりも前を午前、正午よりも後を午後
といいます。
　　⑴ 短

みじか
いはりが8と9の間なので、8時。

　長いはりが4をさしているので、20分。
　「朝」なので、午前8時20分です。
　　⑵ 短いはりが4と5の間なので、4時。
　長いはりが9をさしているので、45分。
　「夕方」なので、午後4時45分です。

3　たばがそれぞれいくつずつあるかを考えま
す。
　　1000のたばが3たばと、
　　100のたばが2たばと、
　　ばらが4まいあるので、
　　3204まいです。

考 え 方
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9 1　1cm＝10mm、1m＝100cmです。

　　⑴ 1cm＝10mmだから、7cm＝70mmです。
だから、7cm9mm＝79mmです。
　　⑵ 1m＝100cmだから、2m＝200cmです。
だから、2m11cm＝211cmです。
　　⑶ 1m＝100cmだから、1m5cm＝105cm
です。

2　⑴は、4つのかどがみんな直角になるよう
に、⑵は、1つのかどが直角になるように、
方
ほう
眼
がん
紙
し
の線にそって辺

へん
をかきます。

3　⑴ 1箱
はこ
に入っているアイスの数×箱の数

　　＝全
ぜん
部
ぶ
のアイスの数

　でもとめられるので、全部のアイスの数は、
　　　6×7＝42（本）

　　⑵ 38人が1人1本ずつアイスを食べると、
のこりは、
　　　42－38＝4（本）

考 え 方

答 え 答 え

2 年生のふくしゅう（1）1 2 年生のふくしゅう（2）2

※１の筆
ひっ
算
さん
は「考え方」を見てください。

１　⑴118	 ⑵151	 ⑶106
　　⑷71	 ⑸77	 ⑹78
2　⑴午前8時20分　　⑵午後4時45分
3　3204まい

１　⑴79	 ⑵211	 ⑶105
2　⑴［れい］	 ⑵［れい］
�

　　（実
じっ
際
さい
の図より小さくなっています。）

3　⑴［式
しき
］6×7＝42� ［答え］42本

　　⑵［式］42－38＝4� ［答え］   4本

1cm

1cm

1cm

1cm
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算
　
数1　かけ算では、かけられる数やかける数を分

けて計算しても、答えは同じです。
　　⑴ 8は5と3に分けることができます。
　　　8×6＝(5×6)+(3×6)
　　　5×6＝30、3×6＝18
　だから、合わせて48です。
　　⑵ 10は6と4に分けることができます。
　　　4×10＝(4×6)+(4×4)
　　⑶ (4×3)+(4×6)＝4×9
　　　4×9＝4×(3＋6)
　　⑷ かけられる数を分けると、2と6になる
から、2＋6＝8
　　　(2×7)＋(6×7)＝8×7
2　りくとさんは1ふくろに入っている金魚の
数をさいしょに考えています。
　1ふくろに入っている赤い金魚と黒い金魚は
合わせて、
　　　3＋2＝5（ひき）
　だから、金魚全

ぜん
部
ぶ
の数は、

　　　5×6＝30（ぴき）

　　まなみさんは赤い金魚と黒い金魚それぞれ
で、何びきずつが何ふくろあるかを考えてい
ます。
　赤い金魚全部の数は、
　　　3×6＝18（ひき）
　黒い金魚全部の数は、
　　　2×6＝12（ひき）
　だから、金魚全部の数は、
　　　18＋12＝30（ぴき）

考 え 方

1　⑴・⑵ 0のかけ算では、どんな数に0をか
けても、0にどんな数をかけても答えは0に
なることがポイントです。
　　⑴ 6×0＝0
　　⑵ 0×0＝0
　　⑶〜⑹ 10や100、1000のかたまりが何
こあるかを考えます。
　　⑶ 40×2は、10のかたまりが(4×2)こで
す。だから、10が8こで80です。
　　⑷ 6×70＝70×6　70×6は、10のかた
まりが(7×6)こです。だから、10が42こで
420です。
　　⑸ 800×4は、100のかたまりが(8×4)
こです。だから、100が32こで3200です。
　　⑹ 3000×7は、1000のかたまりが(3×7)
こです。だから、1000が21こで21000です。

2　1日に読んだページ数×読んだ日の数� 	
＝全

ぜん
部
ぶ
のページ数でもとめられるので、式は、

20×4。20×4は、10のかたまりが(2×4)
こです。だから、10が8こで80です。したがっ
て、読んだページ数は全部で、
　　　20×4＝80（ページ）

3　かき 氷
ごおり
1つのねだん×かき氷の数＝代

だい
金
きん

でもとめられるので、式は、300×6。300×
6は、100のかたまりが(3×6)こです。だ
から、100が18こで1800です。したがって、
代金は全部で、
　　　300×6＝1800（円）

考 え 方

答 え 答 え

かけ算（1）3 かけ算（2）4

１　⑴①5	 ②30	 ③18	 ④48
　　⑵⑤4	 ⑶⑥3	 ⑷⑦8
2　①2	 ②5	 ③30	 ④6	 ⑤18
　　⑥2	 ⑦12	 ⑧30

１　⑴0	 ⑵0	 ⑶80
　　⑷420	 ⑸3200	 ⑹21000
2　［式

しき
］20×4＝80� ［答え］80ページ

3　［式］300×6＝1800�［答え］1800円

4ページ 5ページ
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算
　
数 1　かけ算では、計算するじゅんじょをかえて

も、答えは同じです。
　　⑴ 2×9＝18
　　　 9×2＝18
　だから、
　　　2×9＝9×2
　　⑵ 4×3×2＝4×2×3
　　⑶ (3×2)×5＝3×(2×5)
　　⑷ （　）の中を先に計算します。
　　　2×(2×3)＝2×6
　　　(2×2)×3＝4×3

2　かけられる数を「10と一の位
くらい
の数」に分

けて計算します。
　　⑴ 16は、10と6に分けられるから
　　　16×4＝(10×4)＋(6×4)
　　　40＋24＝64
　　⑵ 13は、10と3に分けられるから
　　　13×9＝(10×9)＋(3×9)
　　　90＋27＝117

考 え 方

1　くり上がりやくり下がりのまちがいがない
かを考えましょう。
　　⑴ 一の位

くらい
は8＋3＝11、十の位は1＋2＋6

＝9なので、十の位にくり上がった1をたす
のを、わすれています。
　　⑵ 位がそろっていないので、位をたてに
そろえてから計算します。
　　⑶ 一の位に1くり下げたので、十の位の計
算は、百の位から1くり下げて、15－6＝9
となります。
　　⑷ 百の位から十の位に1くり下げ、十の位
から一の位に1くり下げます。十の位の計算
は、9－6＝3となります。
2　遊

ゆう
園
えん
地
ち
で遊

あそ
んでいた人の数－帰った人の数

＝のこっている人の数でもとめられるので、
のこっている人の数は、
　　　843－452＝391（人）
3　北町の夏祭

まつ
りに来た人は、東町の夏祭りに

来た人より191人多いので、
　　　517＋191＝708（人）
　　南町の夏祭りに来た人は、北町の夏祭りに
来た人より78人多いので、
　　　708＋78＝786（人）

考 え 方

答 え 答 え

かけ算（3）5 たし算とひき算（1）6

かけ算では、前の2つからじゅんに
かけても、後の2つから先にかけて
も、答えは同じだよ。

１　⑴①2　　　⑵②2　　　⑶③2
　　⑷④6　　　⑤4
2　⑴①40	 ②6	 ③24	 ④64
　　⑵117

１　⑴	 ⑵

　　⑶	 ⑷

2　［式
しき
］843－452＝391

　　［答え］391人
3　［式］517＋191＝708
　　　　 708＋78＝786
　　［答え］786人
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算
　
数1　⑴	一の 位

くらい
の計算で4＋ ＝17となるこ

とはないので、4＋ ＝7で、 は3です。	
百の位の計算で千の位にくり上がるので、
は1です。十の位の計算で、1から9の

2つの数をたして1になることはないので、
＋ ＝11と考えると、3＋ ＝11だか

ら、 は8です。
　　⑵	一の位の計算で、10－ ＝6だから、

は4です。十の位の計算は、10－1－
＝ だから、10－1－ ＝4で、 は5で
す。百の位の計算は、10－1－ ＝ で、
10－1－4＝5となるから、千の位から1くり
下げているので、 は7です。

　　⑶	千の位の計算で、 は8、9にはなら
ないことがわかり、十の位の計算にくり上が
りがないことがわかるので、百の位の計算よ
り5＋1＝ で、 は6です。千の位の計算
で、2＋ ＝6だから、 は4です。千の位
の計算と十の位の計算をくらべると、一の位
にくり上がりがあることがわかるので、	 	
＋ ＝16だから、 は8です。

　　⑷	一の位の計算は、㋐ ＋ ＝2か、	 	
㋑ ＋ ＝12のどちらかになりますが、
もし㋑だとすると、 にあてはまる数がな
いので、㋐になり、 は1とわかります。	 	
このとき、 と はちがう数なので、	 	
＋ ＝12となり、 は6です。

　　百の位の計算で、1＋1＋4＝6となり、く
り上がりはないので、千の位の計算で、	 	
＋ ＝6だから、 は3になります。

考 え 方

1　くり上がりやくり下がりに注
ちゅう
意
い
して、一

の位
くらい
からじゅんに計算します。

⑴　		 ⑵　

⑶　		 ⑷　

⑸　		 ⑹　

2　⑵では、どちらが多いかを考えて、多いほ
うから少ないほうをひきます。
　　⑴ 昨

き の う
日の花火大会で打

う
ち上げた花火の数

と今日の花火大会で打ち上げた花火の数をた
します。
　　　4125＋5790＝9915（発）
　　⑵ 今日の花火大会で打ち上げた花火のほ
うが多いので、
　　　5790－4125＝1665
　　だから、今日の花火大会のほうが1665発
多いです。

考 え 方

＋
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答 え 答 え

かくれている数字をあてよう7 たし算とひき算（2）8

１　⑴ …3、 …8、 …1
　　⑵ …7、 …4、 …5
　　⑶ …8、 …4、 …6
　　⑷ …3、 …1、 …6

※１の筆
ひっ
算
さん
は「考え方」を見てください。

１　⑴6386　　⑵8190　　⑶6009
　　⑷1373　　⑸566　  　⑹5725
2　⑴［式

しき
］4125＋5790＝9915

　　　［答え］9915発
はつ

　　⑵［式］5790－4125＝1665
　　　［答え］今日（の花火大会のほうが）
1665（発多い。）

9ページ8ページ
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算
　
数

1　たす数やひく数を「十と一の位
くらい
の数」に

分けて計算します。
　　⑴ 46を40と6に分けてたします。
　　　35＋40＝75
　　　75＋6＝81
　　⑵ 77を70と7に分けてたします。
　　　13＋70＝83
　　　83＋7＝90
　　⑶ 29を20と9に分けてひきます。
　　　68－20＝48
　　　48－9＝39
　　⑷ 54を50と4に分けてひきます。
　　　70－50＝20
　　　20－4＝16

2　0、2、3、7、8の数字が書かれたカード
のうち、4まいをえらんで4けたの数をつく
ると、
　　いちばん大きい4けたの数…8732
　　いちばん小さい4けたの数…2037
　になります。
　　だから、いちばん大きい数からいちばん小
さい数をひくと、
　　　8732－2037＝6695

考 え 方

1　わり算の答えは、わる数のだんの九九を
使
つか
って見つけることができます。

　　⑴ わる数が8だから、8のだんの九九を使
います。
　　「八二16」で、答えは2です。
　　　16÷8＝2

　　⑵ 「四六24」で、答えは6です。
　　　24÷4＝6

　　⑶ 「六五30」で、答えは5です。
　　　30÷6＝5

　　⑷ 「九七63」で、答えは7です。
　　　63÷9＝7

2　人数は、全
ぜん
部
ぶ
の数÷1人分の数でもとめら

れます。
　　42÷6の答えは、6× ＝42の にあて
はまる数だから、6のだんの九九で見つけま
す。
　　「六七42」で、6× 7 ＝42
　　したがって、もとめる人数は、
　　　42÷6＝7（人）

考 え 方

答 え 答 え

たし算とひき算（3）9 わり算（1）10

いちばん小さい数の千の位は、

0でないから、2になるね。

暗
あん

算
ざん

では自分のやりやすい

しかたで計算してもいいよ。

１　⑴81　　⑵90　　⑶39　　⑷16
2　［式

しき
］8732－2037＝6695

　　［答え］6695

１　⑴8（のだん）、2
　　⑵4（のだん）、6
　　⑶6（のだん）、5
　　⑷9（のだん）、7
2　［式

しき
］42÷6＝7� ［答え］7人
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算
　
数1　⑴ 1つのはんの人数は、� 	

全
ぜん
員
いん
の人数÷はんの数でもとめられます。� 	

24÷8の答えは、 ×8＝24の にあては
まる数だから、8のだんの九九で見つけます。
　　「八三24」で、8×3＝24だから、
　　　 3 ×8＝24
　　したがって、1つのはんの人数は、
　　　24÷8＝3（人）
　　⑵ はんの数は、� 	
全員の人数÷1つのはんの人数でもとめられ
ます。24÷6の答えは、� 	
6× ＝24の にあてはまる数だから、6
のだんの九九で見つけます。
　　「六四24」で、6× 4 ＝24
　　したがって、はんの数は、
　　　24÷6＝4（つ）
2　お父さんからもらったクッキーを3人で分
けたときの1人分の数は、全

ぜん
部
ぶ
の数÷人数で

もとめられます。27÷3の答えは、� 	
×3＝27の にあてはまる数だから、� 	

3のだんの九九で見つけます。
　　「三九27」で、3×9＝27だから、
　　　 9 ×3＝27
　　したがって、1人分の数は、
　　　27÷3＝9（まい）
　　ひろこさんは、はじめに6まい持

も
っていた

から、6＋9＝15（まい）

考 え 方 1　何のだんの九九を使
つか
えばよいか考えます。

　　⑴ 3÷3の答えは、3× ＝3の にあて
はまる数です。3のだんの九九を使って、� 	
「三一が3」だから、答えは1です。
　　⑵ 0÷3の答えは、3× ＝0の にあて
はまる数です。どんな数に0をかけても答え
は0になるので、 は0になります。

　　⑶ わる数の7のだんの九九を使って、� 	
「七一が7」だから、答えは1です。
　　⑷ 2× ＝0の にあてはまる数は0で
す。
　　⑸ わる数の1のだんの九九を使って、� 	
「一五が5」だから、答えは5です。
　　⑹ わる数の1のだんの九九を使って、� 	
「一八が8」だから、答えは8です。
　　⑺ わる数の1のだんの九九を使って、� 	
「一一が1」だから、答えは1です。
　　⑻ 4× ＝0の にあてはまる数は0で
す。

2　りんごジュースのかさが、オレンジジュー
スのかさの 倍とすると、

　　　7× ＝42
　　 をもとめる式は、わり算を使って、� 	
42÷7と書くことができます。
　　7のだんの九九を使って「七六42」だから、

にあてはまる数は6です。
　　　42÷7＝6で、6倍です。

考 え 方

答 え 答 え

わり算（2）11 わり算（3）12

１　⑴［式
しき
］24÷8＝3� ［答え］3人

　　⑵［式］24÷6＝4� ［答え］4つ
2　［式］27÷3＝9　　6＋9＝15
　　［答え］15まい

１　⑴1　　⑵0　　⑶1　　⑷0
　　⑸5　　⑹8　　⑺1　　⑻0
2　［式

しき
］42÷7＝6� ［答え］6倍

ばい

12ページ 13ページ
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算
　
数

1　10のたばがいくつあるかで考えます。
　　⑴ 60は、10のたばが6たばあるので、
　　　6÷3＝2
　　10のたばが2たばだから、20です。
　　したがって、60÷3＝20
　　⑵ 90は、10のたばが9たばあるので、
　　　9÷9＝1
　　10のたばが1たばだから、10です。
　　したがって、90÷9＝10
　　⑶ 80は、10のたばが8たばあるので、
　　　8÷2＝4
　　10のたばが4たばあるので、40です。
　　したがって、80÷2＝40
　　⑷ 24を20と4に分けて考えます。
　　　20 ÷ 2 ＝ 10
　　　  4 ÷ 2 ＝   2
　　　合わせて　　12
　　だから、24÷2＝12

2　18まいの色
いろ
紙
がみ
を2人で同じ数ずつ分けたの

で、1人分のもらう色紙の数は、
　　　18÷2＝9（まい）
　　たかしさんは、14まいの色紙を持

も
ってい

たので、14＋9＝23（まい）
　　まりこさんは、17まいの色紙を持ってい
たので、17＋9＝26（まい）

考 え 方

　　24 3、32 4より、

右の数は、左の数を8でわった数であるとわ

かります。0÷8＝0なので、0 0

も、右の数は、左の数を8でわった数になっ
ています。「わくわくボックス」の決まりは、
「左の数を8でわった数にする」です。

　　また、2 4、4 10、

10 28では、右の数は左の数の3

倍
ばい
より2小さい数になっています。「ドキド

キボックス」の決まりは、「左の数の3倍よ
り2小さい数にする」です。

　　48 6 16では、48

を8でわった数が6、6を3倍した数より2小
さい数は16になっています。
　　⑴	「わくわくボックス」の決まりを使

つか
いま

す。「72を8でわった数にする」ので、	 	
72÷8＝9だから、9です。
　　⑵	「ドキドキボックス」の決まりを使いま
す。「12の3倍より2小さい数にする」ので、
12×3＝36、36－2＝34だから、34です。
　　⑶	始

はじ
めに、「わくわくボックス」の決まり

を使います。「64を8でわった数にする」ので、
64÷8＝8だから、はじめの□は8です。
　　次

つぎ
に、「ドキドキボックス」の決まりを使

います。「8の3倍より2小さい数にする」ので、
8×3＝24、24－2＝22だから、22です。

考 え 方

1

答 え 答 え

わり算（4）13 決
き
まりを見つけて数を答えよう14

１　⑴20　　⑵10　　⑶40　　⑷12
2　［式

しき
］18÷2＝9　　14＋9＝23

　　　 　17＋9＝26
　　［答え］たかしさん…23まい、
　　　　　 まりこさん…26まい

１　⑴9　　⑵34　　⑶8、22
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16ページ

算
　
数

1　あまりがわる数より小さいかどうかもたし
かめておきます。
　　⑴ 「五七35」2あまる。
　　　　37÷5＝7あまり2
	 	 	 ↓	 ↓	 ↓
（たしかめ）	 5×7　＋　2＝37
　　⑵ 「二六12」1あまる。
　　　　13÷2＝6あまり1
	 	 	 ↓	 ↓	 ↓
（たしかめ）	 2×6　＋　1＝13
　　⑶ 「九五45」4あまる。
　　　　49÷9＝5あまり4
	 	 	 ↓	 ↓	 ↓
（たしかめ）	 9×5　＋　4＝49
　　⑷ 「八八64」7あまる。
　　　　71÷8＝8あまり7
	 	 	 ↓	 ↓	 ↓
（たしかめ）	 8×8　＋　7＝71
2　42を同じ数ずつ分けるので、
　　　42÷8＝5あまり2
　　だから、1人分は5つぶになって、2つぶあ
まります。

考 え 方

1　あまりのあるわり算の答えを見つけるとき
は、わる数のだんの九九を使

つか
います。

　　⑴ 「三二が6」2だと1あまる。
　　　 「三三が9」3だと7をこえる。
　　⑵ 「四三12」3だと3あまる。
　　　 「四四16」4だと15をこえる。
　　⑶ 「六五30」5だと3あまる。
　　　 「六六36」6だと33をこえる。
　　⑷ 「七八56」8だと3あまる。
　　　 「七九63」9だと59をこえる。

2　41を6ずつ分けるので、
　　　41÷6＝6あまり5
　　だから、6こ入りのふくろは6ふくろです。

3　32を5ずつ分けるので、
　　　32÷5＝6あまり2
　　のこった2問

もん
の問

もん
題
だい
をとくのにもう1日か

かります。だから、けんたさんが算数の問題
をとくのにかかるのは、全

ぜん
部
ぶ
で、

　　　6＋1＝7（日）

考 え 方

答 え 答 え

あまりのあるわり算（1）15 あまりのあるわり算（2）16

6×6＋5を計算すれば
たしかめができるね。

１　⑴7あまり2
　　　（たしかめ）5×7＋2＝37
　　⑵6あまり1
　　　（たしかめ）2×6＋1＝13
　　⑶5あまり4
　　　（たしかめ）9×5＋4＝49
　　⑷8あまり7
　　　（たしかめ）8×8＋7＝71
2　［式

しき
］42÷8＝5あまり2

　　［答え］（1人分は）5（つぶになって、）
2（つぶあまる。）

１　⑴2あまり1	 ⑵3あまり3
　　⑶5あまり3	 ⑷8あまり3
2　［式

しき
］41÷6＝6あまり5

　　［答え］6ふくろ
3　［式］32÷5＝6あまり2
　　　　 6＋1＝7
　　［答え］7日

17ページ
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算
　
数

18ページ 19ページ

1　「1時間」、「1分」、「1秒
びょう
」がそれぞれどれ

くらいの長さかを考えます。
　　⑴ 35分では長すぎるので、「秒」を入れます。
　　⑵ 9分では短

みじか
すぎるので、「時間」を入れ

ます。
　　⑶ 25時間では長すぎて、25秒では短すぎ
るので、「分」を入れます。
2　時こくや時間の計算は、「ちょうど何時」
で区

く
切
ぎ
って考えます。

⑴あ 短いはりが7と8の間なので、7時。長い
はりが8をさしているので40分。「朝」なので、
午前7時40分です。
　　い 短いはりが5をさしているので、5時。
「夕方」なので、午後5時です。
⑵　

　　午前7時40分から正午までが4時間20分。
正午から午後5時までが5時間。
　　合わせて9時間20分です。
3　

　　午前10時5分から5分前が午前10時。
　　13－5＝8だから、もとめる時こくは、午
前10時から8分前の午前9時52分になります。

考 え 方

7時40分

7時 8時 9時 10時 11時 12時

20分 4時間

9時52分 10時 10時5分

8分 5分
13分

1　図をかくと考えやすくなります。
⑴

　　午後7時20分から20分前が午後7時。
　　35－20＝15だから、もとめる時こくは、
午後7時から15分前の午後6時45分になりま
す。
⑵ 午前9時35分から4時間後は午後1時35分。
さらにその10分後だから、午後1時45分。
⑶

　　15分と3時間10分を合わせて、3時間25分。

2　秒
びょう
にそろえて、くらべます。

　　⑴ たかしさん…2分6秒＝126秒
　　　 ゆきさん…1分59秒＝119秒
　　108秒と126秒と119秒をくらべると、い
ちばん速

はや
かったのは、108秒のはるかさんで

す。
　　⑵ ⑴より、いちばん速かったのは、はるか
さんの108秒、いちばんおそかったのは、た
かしさんの126秒なので、ちがいは、
　　　126－108＝18（秒）

考 え 方

6時45分
7時 7時30分6時30分

7時20分

15分 20分

4時45分
4時 5時 6時 7時 8時 9時

8時10分

15分
3時間10分

答 え 答 え

時こくと時間（1）17 時こくと時間（2）18

１　⑴秒　　　⑵時間　　　⑶分
2　⑴あ午前7時40分　　い午後5時
　　⑵9時間20分
3　午前9時52分

1　⑴午後6時45分　　⑵午後1時45分
　　⑶3時間25分
2　⑴はるか（さん）	 ⑵18秒
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算
　
数

20ページ 21ページ

1　円のせいしつをかくにんします。
　　⑴ 1つの点から長さが同じになるようにか
いたまるい形を円といいます。
　　⑵ 円の中心を通り、円のまわりから円の
まわりまで引いた直線を直

ちょっ
径
けい
といいます。

　　⑶ 円の中に引いた直線の中で、いちばん
長い直線は直

ちょっ
径
けい
です。

　　⑷ 半
はん
径
けい
の長さを2倍

ばい
すると、直

ちょっ
径
けい
の長さ

になります。
　　⑸ 直

ちょっ
径
けい
14cmの円の半径は、7cmです。

2　円の半
はん
径
けい
に注目して考えます。

　　⑴ 1つの円の直
ちょっ
径
けい
が6cmなので、半

はん
径
けい
は

6cmの半分の3cmです。
　　下の図のようにアイの直線の長さは半

はん
径
けい
の

5つ分なので、
　　　3×5＝15（cm）

　　⑵ ウエの直線は、ウの点を中心にした円
の半

はん
径
けい
なので、長さは3cmです。

考 え 方

ア

イ

エ

ウ

3cm

3cm

3cm

3cm

3cm

1　箱
はこ
を上から見ると下のように見えます。

　　⑴ 上の図より、このボールの直
ちょっ
径
けい
は4cm

です。
　　⑵ 半

はん
径
けい
は直

ちょっ
径
けい
の半分なので、このボール

の半
はん
径
けい
は、2cmです。

　　⑶ この箱を前から見ると、下のようになっ
ています。

　　だから、あの長さは4cm、いの長さは� 	
4×4＝16（cm）です。
2　コンパスを2cmに開

ひら
き、アの点を中心に円

をかきます。かいた円の線の上にある点が、
アの点から2cmのところにある点です。
　　同じように、コンパスを3cmに開き、イの
点を中心に円をかきます。

　　アの点から2cmのところにあり、さらに、
イの点から3cmのところにある点は、キです。

考 え 方

4cm

い

あ
4cm4cm4cm4cm

ア

エ

ウ

オ

ク
ケ

カ

キ

イ

答 え 答 え

円と球
きゅう
（1）19 円と球

きゅう
（2）20

１　⑴円　　　⑵直
ちょっ
径
けい
　　　⑶直

ちょっ
径
けい

　　⑷2	 ⑸7
2　⑴15cm	 ⑵3cm

１　⑴4cm　⑵2cm　⑶あ4cm、い16cm
2　キ
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算
　
数

23ページ22ページ

1　一の位
くらい
から4つ目と5つ目の間で区

く
切
ぎ
ると、

わかりやすくなります。0のある位は読まな
いことに気をつけましょう。
　　⑴ 3  2897
	 	 万
　「三万二千八百九十七」と読みます。
　　⑵ 500  2042
	 	 万

2　万のところで区切って考えます。
　　⑴ 四万  七千五百六十三
	 	 4	 7563
	 	 万
　　⑶ 1000万を3こ…3000万
　　　   100万を1こ…  100万
　　　     10万を7こ…    70万
　　　 　1000を8こ…　8000
　　合わせると、3170万8000になります。
数字で書くと、31708000です。

3　8700000を万のところで区切ります。
　　⑴ 870  0000
	 	 万� 「八百七十万」と読みます。
　　⑵、⑶ 8700000は、10000を870こ集

あつ
め

た数で、1000を8700こ集めた数です。
　　⑷ 87を100000こ集めると8700000で
す。

考 え 方

「五百万二千四十二」
1　下のように動かします。
⑴　

⑵　

右の図のように、
正方形の辺になら
ないぼうや使

つか
わな

いぼうがあっては
いけません。

考 え 方

①

②

③

①

③

②

④ ⑤

答 え答 え

大きい数（1）22正方形を作ろう21

１　⑴三万二千八百九十七
　　⑵五百万二千四十二
2　⑴47563	 ⑵60000380
　　⑶31708000
3　⑴八百七十万	 ⑵870こ
　　⑶8700こ	 ⑷100000こ

１　⑴［れい］
※動

うご
かしたぼうが4

本で、正方形が3
こできていて、正
方形の辺

へん
にならな

いぼうがなければ
正かいです。
　　⑵［れい］
※動かしたぼうが3
本で、正方形が5
こできていて、正
方形の辺にならな
いぼうがなければ
正かいです。
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算
　
数

24ページ 25ページ

1　数直線の問
もん
題
だい
では、1目もりの大きさをは

じめに考えます。この数直線は、100000を
10こに等

とう
分
ぶん
しているので、1目もりの大きさ

は、10000です。
　　㋐は、100000から4つ目の目もりだから、
140000を表

あらわ
しています。

　　㋑は、300000から9つ目の目もりだから、
390000を表しています。
2　小さい数と同じように考えることができま
す。
　　⑴ 99の次

つぎ
の数が100、999の次の数が

1000であるのと同じように考えて、9999
の次の数は、10000です。
　　⑵ 997よりも3大きい数が1000、9997よ	
りも3大きい数が10000であるのと同じよ
うに考えて、9999997よりも3大きい数は、
10000000です。
3　⑴ まずは、けた数が同じかどうかを調

しら
べ

ましょう。同じけた数なので、上の位
くらい
から

じゅんにくらべます。
　　⑵ 数を100倍

ばい
して10でわった数は、もと

の数を10倍した数と同じです。
4　1万や1000をひとまとまりとして考えま
す。
　　⑴ 1万が（39＋22）こだから、
　　　39万＋22万＝61万
　　⑵ 1000が（13−6）こだから、
　　　13000−6000＝7000

考 え 方

1　数を調
しら
べるときは、「正」の字を書いてい

くとべんりです。
　　⑴ 「正」の字1つが、数字の5を表

あらわ
します。

　　問
もん
題
だい
の表1にあって、表2に書かれていな

い魚が「その他」としてまとめられています。
　　「その他」の魚の数は、
　　　2＋3＋2＝7（ひき）
　　「合計」は
　　　6＋17＋9＋11＋7＝50（ぴき）
　　⑵ 「その他」の魚は、イサキ、クロダイ、
メバルです。
　　⑶ 大きな水そうにいる魚の数は、⑴の表
の「合計」を見ればわかります。
　　⑷ いちばん多い魚は、17ひきのマダイで
す。
　　魚の数を多いじゅんにならべると下の表の
ようになります。

しゅるい 数（ひき）
マダイ 17
スズキ 11
ヒラメ 9
カワハギ 6
クロダイ 3
イサキ 2
メバル 2

考 え 方

その他

答 え 答 え

大きい数（2）23 表
ひょう
とグラフ（1）24

１　㋐140000	 ㋑390000
2　⑴9999	 ⑵10000000
3　⑴＞	 ⑵560
4　⑴61万	 ⑵7000

１　⑴　

　　⑵イサキ、クロダイ、メバル
　　⑶50ぴき	 ⑷マダイ

しゅるい 数（ひき）
カワハギ 6
マダイ 17
ヒラメ 9
スズキ 11
その他

た
7

合計 50
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算
　
数

26ページ 27ページ

1　横
よこ
のじくに、数の多いじゅんにおかしの名

前をならべ、「その他
た
」は最

さい
後
ご
にします。い

ちばん多い数は10で、グラフのたてのじくに
は10目もりあるので、1目もりは1人にします。
2　表を横に見ていくと、
　　 野

や
球
きゅう
…あは、54－15－21＝18

　サッカー…いは、19＋20＋17＝56
　　　音楽…うは、34－9－12＝13
　　 美

び
術
じゅつ
…えは、21－6－11＝4

　　 陸
りく
上
じょう
…おは、22－8－9＝5

　　テニス…くは、20－5－8＝7
　次に、たてに見ていくと、
　　5年生…かは、
　　　74－18－20－9－4－9－8＝6
　　6年生…けは、
　　　21＋17＋12＋11＋5＋5＋7＝78
　茶道をしている人の合計きは、3＋6＋5＝14
　全

ぜん
部
ぶ
の合計こは、69＋74＋78＝221

　【べつのとき方】全部の合計こは、
　　　54＋56＋34＋21＋22＋14＋20
　　＝221

考 え 方

1　1km、1m、1cm、1mmがそれぞれどれく
らいの長さかを考えます。
　　⑴ 6cmではあつすぎるので、6mmです。
　　⑵ 20kmでは長すぎて、20cmでは 短

みじか
す

ぎるので、20mです。
　　⑶ 15mでは長すぎて、15mmでは短すぎ
るので、15cmです。
　　⑷ 2mでは短すぎるので、2kmです。
2　1cm＝10mm、1m＝100cm、� 	
1km＝1000mです。
　　⑴ 10mm＝1cmだから、30mm＝3cmです。
　　⑵ 1m＝100cmだから、5m＝500cmです。
　だから、5m4cm＝504cmです。
　　⑶ 1km＝1000mだから、7km＝7000m
　　⑷ 7260mを7000mと260mに分けて考え
ます。1000m＝1kmだから、
　　　7260m＝7km260m
3　2つの場

ば
所
しょ
の間をまっすぐにはかった長さ

をきょりといい、道にそってはかった長さを
道のりといいます。
　　⑴ 駅

えき
から学校までのきょりは、1350mで

す。1000m＝1kmだから、
　　　1350m＝1km350m
　　⑵ 駅から学校までの道のりは、
　　　600＋800＝1400（m）
　　　1400m＝1km400m

考 え 方

答 え 答 え

表
ひょう
とグラフ（2）25 長さ（1）26

きょりと道のりのちがいをしっかり

かくにんしておこう。

１　　

2　⑴あ18	 い56	 う13	 え4	 お5
　　　か6	 き14	 く7	 け78	 こ221
　　⑵6年生	 ⑶サッカー

（　　） すきなおかし調べ人
10

5

0
ケ
ー
キ

ク
ッ
キ
ー

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

プ
リ
ン

あ
め
そ
の
他

１　⑴mm	 ⑵m	 ⑶cm	 ⑷km
2　⑴3　 ⑵504　 ⑶7000　 ⑷7、260
3　⑴1350（m）、1（km）350（m）
　　⑵［式

しき
］600＋800＝1400

　　　　　 1400m＝1km400m
　　　［答え］1km400m
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28ページ 29ページ

1　10cmを10こに分けているので、1目もり
は1cmを表

あらわ
しています。

　　⑴あ 4mより短
みじか
く、53のところをさして

いるので、3m53cmです。
　　い 4m20cmより7cm長いので、
　　　4m27cmです。
　　⑵う 10mより短く、91cmのところをさ
しているので、9m91cmです。
　　え 10m50cmより、4cm長いので、
　　　10m54cmです。

2　ゆりさんの家から公園までのきょりが1110m
で、花屋さんから公園までのきょりが830m
だから、ゆりさんの家から花屋さんまでの
きょりは、
　　　1110－830＝280（m）
　　ゆりさんの家から交番までのきょりが580m
だから、花屋さんから交番までのきょりは、
　　　580－280＝300（m）
　【べつのとき方】
　　交番から公園までのきょりは、
　　　1110－580＝530（m）
　　花屋さんから交番までのきょりは、
　　　830－530＝300（m）

考 え 方

1　3しゅるいのアトラクションのうちの1つは
ジェットコースターなので、のこりの2つの
アトラクションのえらび方を考えます。ジェッ
トコースターは800円で、合計は1800円ま
でなので、1800－800＝1000より、のこり
の2つのアトラクションのりょう金の合計は
1000円までです。のこりの2つのえらび方と
りょう金を調

しら
べると、次

つぎ
のようになります。

　㋐かんらん車
しゃ
、おばけやしき	→1200円　×

　㋑かんらん車、バイキング	 →1300円　×
　㋒かんらん車、メリーゴーラウンド
	 →1100円　×
　㋓かんらん車、ゴーカート	 →1300円　×
　㋔おばけやしき、バイキング	→1100円　×
　㋕おばけやしき、メリーゴーラウンド
	 →900円　◯
　㋖おばけやしき、ゴーカート	→1100円　×
　㋗バイキング、メリーゴーラウンド
	 →1000円　◯
　㋘バイキング、ゴーカート	 →1200円　×
　㋙メリーゴーラウンド、ゴーカート
	 →1000円　◯
　　㋐〜㋙のうち、りょう金が1000円までに
なるものは、㋕、㋗、㋙です。待

ま
ち時間の合

計は100分までです。ジェットコースターは
50分なので、100－50＝50より、のこりの
2つのアトラクションの待ち時間の合計は50
分までです。㋕、㋗、㋙の待ち時間を調べる
と、㋕は60分、㋗は50分、㋙は60分なので、
50分までになるものは㋗です。「決

き
まり」に

合うえらび方は、「ジェットコースター、バ
イキング、メリーゴーラウンド」です。

考 え 方

答 え 答 え

長さ（2）27 テーマパークの計画をたてよう28

１　⑴あ3m53cm	 い4m27cm
　　⑵う9m91cm	 え10m54cm
2　［式

しき
］1110－830＝280

　　　　 580－280＝300
　　［答え］300m

１　ジェットコースター、バイキング、
　メリーゴーラウンド
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理
　
科

1　自ぜんかんさつをするときには、植
しょく
物
ぶつ
に

さわってかぶれたり、虫にさされたりかまれ
たりしないように、長そでの服

ふく
と長ズボンを

着
き
るようにしましょう。
　また、ぼうしをかぶることで、直せつ頭に
日が当たらないようにします。

2　かんさつカードには、後から見てわかりや
すいように、次のことなどをまとめます。
〇「生き物の名前」
〇「生き物を見つけた日」
〇「天気」
〇「生き物を見つけた場しょ」
〇「生き物のスケッチや写

しゃ
真
しん
」

〇「生き物のとくちょうなど気づいたこと」
〇「図かんなどで調べたこと」
　スケッチをするときには、色や形がわかる
ようにていねいにかきましょう。

考 え 方

ぼうし

長そでの服

運動ぐつ
うんどう 長ズボン

1　⑴　グラフのたてじくは、20目もりある
ので、1cmを1目もりとします。グラフのタ
イトルを入れわすれないようにしましょう。
　　⑵　問

もん
題
だい
の 表

ひょう
を見ると、ホウセンカの草

たけを10日ごとに調
しら
べていることがわかり

ます。10日ごとに、何cmずつのびているか
をかくにんしましょう。
4月20日から4月30日→3－1＝2〔cm〕
4月30日から5月10日→5－3＝2〔cm〕
5月10日から5月20日→8－5＝3〔cm〕
5月20日から5月30日→12－8＝4〔cm〕
5月30日から6月9日
� →20－12＝8〔cm〕

　　一番大きくのびたのは、オの5月30日から
6月9日であることがわかります。
2　植物によって、たねや子

し
葉
よう
、葉

は
や花のとく

ちょうはちがいます。問題の絵をよく見てえ
らびましょう。

考 え 方

答 え 答 え

生き物
もの
さがし1 植

しょく
物
ぶつ
を育

そだ
てよう2

１　ア
２　⑴（れい）生き物を見つけた日
※天気、感

かん
想
そう
、方

ほう
法
ほう
、道

どう
具
ぐ
、調

しら
べたこと、

かんさつしたきっかけなどでも、正かい
です。
　⑵①ウ　　②イ　　③キ
　　④カ　　⑤オ　

１　⑴
　　

　　⑵オ
２　

(         )

4/20
0

4/30 5/10 5/20 5/30 6/9

ホウセンカの草たけcm
20

15

10

5

アサガオ ヒマワリ マリーゴールド ホウセンカ
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32ページ 33ページ

理
　
科

1　⑴　チョウは、たまご→よう虫→さなぎ→
せい虫のじゅんに育っていきます。
　　⑵　ア�　チョウのたまごは1mmぐらいの

大きさです。
　　　　イ�　うみつけられたばかりのたまごは

うすい黄色で、だんだんこい黄色に
なります。

　　　　ウ�　よう虫は、皮
かわ
をぬぐたびに大きく

なります。
　　　　エ�　さなぎになると動

うご
かず何も食べま

せん。
　　⑶・⑷　チョウのせい虫は、頭・むね・は
らからできていて、むねに左右3本ずつ合計
6本のあしがついています。このようなとく
ちょうがある生き物

もの
をこん虫といいます。

　頭には、目やしょっかく、口があります。
　　

考 え 方

しょっかく

頭

はら

むね
はね

1　⑴　かげは太陽があるほうと反
はん
対
たい
がわにで

きます。太陽は東→南→西に動
うご
き、かげは太

陽の動きに合わせて西→北→東に動きます。
正午の太陽は南の空にあるため、かげができ
ているいは北であることがわかります。ぼう
の反対がわが太陽がある南なので、あは東、
うは西になります。
　　⑵　正午をすぎると、太陽は南から西に動
くため、かげは①の北から東に動きます。
　　⑶　かげの長さは午前から正午にかけてだ
んだん短

みじか
くなり、正午ごろが一番短くなり

ます。正午から午後にかけてはだんだん長く
なっていきます。
2　⑴　問

もん
題
だい
の図1は、風の強さと車の動く

きょりについて調
しら
べた実

じっ
けんのけっかを表

あらわ

しています。①・②・③のどれも、0mから
→が引かれているので、車をスタートさせた
地点が0mであることがわかります。→の長
さが長いほど、遠くに動いていることから、
風が一番強かったのは③であると考えられま
す。
　　⑵　図1で左から右に車が動いているため、
この実けんをしたときに、送

そう
風
ふう
きは左がわに

おかれていたことがわかります。問題では、
反対の方

ほう
向
こう
に車を動かしたいとあるため、送

風きは実けんのときと反対の右がわにおきま
す。
3　このおもちゃは、のびたわゴムが元にもど
ろうとする力をり用して、わゴムをとばすお
もちゃです。

考 え 方

答 え 答 え

チョウを育
そだ
てよう3 太

たい
陽
よう
とかげ/風とゴムのはたらき4

１　⑴①よう虫
ちゅう
　　②さなぎ

　　⑵ア×　イ×　ウ×　エ〇
　　⑶①しょっかく
　　　　　　

　　　※�むねから左右3本ずつ、6本のあ
しが出ていれば正かいです。

　　⑷こん虫　

１　⑴あ東　い北　う西
　　⑵①　　⑶ア
２　⑴③　　⑵右
３　イ
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34ページ 35ページ

社
　
会

1　

　　方
ほう

位
い

じしんは色のついたはりが指
さ

す方角が
北になります。方位の記

き
号
ごう

は、三角の先が向
む

く方角が北になります。問
もん

題
だい

では方位じしん
の色のついたはりが上を向いているので、方
位の記号も上を向いているものをえらびます。
2　⑴ 駅

えき
の北西には、 の 印

しるし
があります。

は市役所を 表
あらわ

しています。
　　⑵ 地図ではたてものや土地の使

つか
われ方を

地図記号で表します。

　①の はゆうびん局を、②の は小・中学校
を、③の は病院を、④の ははくぶつ館
を、⑤の は交番を、⑥の は老人ホームを、
⑦の はしょうぼう署をしめします。

考 え 方
北

南

西

東

北
西

南
東

南
西

北
東

北

南

西 東

学校市役所

しょうぼう署

老人ホーム

ゆうびん局

病院

東

はくぶつ館

交番南

北

西

1　絵地図では右と上に山があり、駅
えき

の東には
デパートがあります。また、駅の西には 住

じゅう

宅
たく

が、海
かい

岸
がん

ぞいには工場があります。線
せん

路
ろ

と
山の間には、 畑

はたけ
や田んぼの絵もあります。

　　山のことを山
さん

地
ち

、デパートや店が集まって
いる地いきを 商

しょう
業

ぎょう
地
ち

、 住
じゅう

宅
たく

が多いところ
を住宅地、工場が集まっているところを工

こう

業
ぎょう

地
ち

、畑や田んぼは、農
のう

業
ぎょう

地
ち

といいます。
　　土地の使

つか
われ方を 表

あらわ
した地図では、山地

は茶色、商業地は赤色などとぬり分けられて
いるので、右がわが茶色、駅のまわりが赤色
の地図をさがします。農業地の 緑

みどり
や、住宅

地のななめの線にも気をつけて一つ一つの地
図をかくにんしましょう。

　　アは、駅のまわりに商業地がありますが、そ
の南となりには山地があります。絵地図では、
この場

ば
所
しょ

は畑や田んぼなので、アはまちがい
です。ウは、駅の右がわにある商業地が、左
がわにかかれていたり、川の反

はん
対
たい

がわにも広
がっているので、まちがいです。
2　大きな駅前は電車で町の外に出る人、帰っ

てくる人、町をおとずれる人、さまざまな人が
行きかいます。店は多くの人に来てほしいの
で、駅前のような人通りの多い場所にたてら
れます。

　　しかし、駅前はじゅうたいも起
お

きやすく、
車がべんりとはいえません。

　　電車で荷物を運
はこ

ぶのは、かつてさかんに行
われていました。しかし、今では荷物を遠く
まで運ぶのも、車を使うようになりました。

考 え 方

答 え 答 え

方
ほう
位
い
と地図記

き
号
ごう

1 市のようす2

畑
はたけ

は 、田んぼは   で表すこと

もおぼえておこう。

大きな駅前は、デパートのような大がたの店の

ほかに小さな商店も集まっていることが多いよ。

１　ア
2　⑴市

し
役
やく

所
しょ

　　⑵①ゆうびん 局
きょく

　 ②学校　 ③ 病
びょう

院
いん

　　　④はくぶつ館
かん

　　⑤交番
　　　⑥老

ろう
人
じん

ホーム　　⑦しょうぼう署
しょ

１　イ　　 2　ア
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社
　
会

1　野
や

菜
さい

のなえを植
う

える→水をやり、ひりょう
をあたえる→成

せい
長

ちょう
した野菜をしゅうかくす

る→箱
はこ

につめる→中央おろし売り市場に集
あつ

め
られる→小売店やスーパーマーケットではん
ばいする、この流

なが
れを通って、農家の野菜は

わたしたちにとどきます。
　　中央おろし売り市場を通さず、 直

ちょく
売
ばい

所
じょ

で
売られる野菜もあります。
2　野菜はそれぞれ育

そだ
てやすい時

じ
期
き

がちがいま
す。野菜を一番育てやすい時期をその野菜の
旬

しゅん
といいます。旬の時期の野菜はたくさん

しゅうかくされ、市場に出回ります。
　　野菜カレンダーでは矢

や
印

じるし
がある時期がそ

の野菜がとれる時期になります。６月に矢印
があるのはトマトだけです。

　　農家の人は、長い間、野菜をしゅうかくで
きるようにするため、同じ野菜のなえを、時
期をずらして植える工

く
夫
ふう

をしています。
　　下は、あるキャベツ農家の仕事の時期を示

しています。

考 え 方

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ねぎ

きゅうり

な す

ト マ ト

品目／月
ひん もく

秋

作

春

作

 

あ
き

さ
く

は
る

さ
く

たねまき 土づくり なえを畑にうつす 畑のせわ 取り入れ
はたけ と い

地いきによって、たねまきや取り入れの時期はちがいます。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 6月3月 4月 5月

1　⑴ さば
4 4

のかんづめの原料は、海でとれた
魚のさば

4 4

です。
　　原料を工場に運

はこ
ぶ→きかいでかんにつめる

→せい品ができあがる→トラックで出荷する
→店にとどく、となります。

　　工場では仕
し

入
い

れた原料を加
か

工
こう

して、せい品
をつくります。工場内はきかいで自

じ
動
どう

化
か

され
ています。

　　さば
4 4

のかんづめは、原料となるさば
4 4

が海で
とれるので、 港

みなと
の近くに工場があります。

　　⑵ せい品にごみやほこりが入らないよう
に、工場の中はとてもせいけつにしています。
工場ではたらく人はかみの毛がせい品の中に
落
お

ちないように、ぼうしをかぶります。
　　また、よごれにすぐに気づけるように、多

くの場合、よごれが目立つ白い服を着ていま
す。そして、工場内に外のよごれを持

も
ちこま

ないように、クリーンルームというとくべつ
な場

ば
所
しょ

で体についたよごれを落
お

としてから、
作業をする部屋に入ります。

　　⑶ 食品をつくる工場のせい品は人が食べ
るものなので、えいせいに気をつけています。
とくに、ばいきんは目に見えないので、工場
の中に入るときは、手や指

ゆび
の 消

しょう
どくをてっ

ていします。「食品」「安全」の言
こと

葉
ば

を用いて、
食品はとくに安全が大

だい
事
じ

だということをかん
たんにまとめましょう。

考 え 方

答 え 答 え

農
のう
家
か
の仕

し
事
ごと

3 工場の仕
し
事
ごと

4

１　⑴①なえ　②ひりょう　③しゅうかく
　　　④ 中

ちゅう
央
おう

おろし売り市場
　　　⑤スーパーマーケット
2　トマト

１　⑴①原
げん

料
りょう

　　②きかい
　　　③せい品

ひん
　　④ 出

しゅっ
荷
か

　　⑵ア
　　⑶（れい）安

あん
全
ぜん

な 食
しょく

品
ひん

をつくらない
といけないから。

36ページ 37ページ
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38ページ

39ページ

40ページ

41ページ

答 え

答 え

答 え

答 え

アルファベット①1

アルファベット②2

数3

曜日／はじめまして4

省
しょう

略
りゃく

　

省
しょう

略
りゃく

　

１　 省
しょう

略
りゃく

2　①　four　②　eight　③　six

　　＊①　four apples，②　eight candies，③　six pencils  も正かいです。
3　

１　 省
しょう

略
りゃく

2　

　　（読まれた音声）It’s Saturday today.（今日は土曜日です。）
3　⑴　省

しょう
略

りゃく

　　⑵　（れい）　Hi, I’m Naoko Yamada.
   ＊自分の名前が書ければ正かいです。名前と名字のはじめは大文字で書きます。 

英
　
語

one ⇒	 two	 five	 six	 seven

	 three	 four	 nine	 eight

	 four	 seven	 eight	 nine	 　⇒ ten

日　月　火　水　木　金　土
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テ
ス
ト

1　⑵ 4000×9は、1000のかたまりが（4×9）
こです。だから、1000が36こで36000です。
　　⑷ 千のくらいから百 
のくらいに1くり下げ、
百のくらいから十のく
らいに1くり下げ、十
のくらいから一のくら
いに1くり下げます。

2　⑴ 図をかくと考えやすくなります。　 

　　午前11時20分の20分前が午前11時。
　　45－20＝25だから、もとめる時こくは、
午前11時から25分前の午前10時35分です。

4
9 9

0
2
8

0
7
2

0
3
6

5
　
4

10 10

10時 10時
35分 11時

45分
25分

12時11時
20分

20分

　　⑵ 午前11時20分から午後1時20分までが
2時間。午後1時20分から午後2時までが40
分。午後2時から午後2時10分までの10分を
合わせて、2時間50分。

3　⑴ 白、はい色、青、その他
た
の色の車の合

計は、18＋12＋4＋6＝40（台）だから、�  
黒の車の数は、50－40＝10（台）

4　⑵ 女子の人数は、318－24＝294（人）だ
から、男子と女子の人数の合計は、�  
318＋294＝612（人）

11時 1時
20分12時 1時 2時 2時

10分
11時
20分

10分
2時間 40分

考 え 方

答　え

テスト夏休み算数

＝0

＝9

721 4628 10台

＝36000

＝7

午前10時35分
8人

72÷9＝8

318－24＝294
318＋294＝612

612人
2時間50分

学校の前を通った車の色ごとの数

そ
の
他

青黒は
い
色

白

（台）
20

10

0

学校の前を通った車の色ごとの数

そ
の
他

青黒は
い
色

白

（台）
20

10

0
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テ
ス
ト

1　⑴ 虫めがねを使
つか
って、動

うご
かせないものを

見るときは、虫めがねを目の近くに持ち、顔
を前後に動かしてはっきり見えるいちをさが
します。
　　⑵ タンポポの葉

は
は右の

図のような形をしていま
す。

2　⑵ ホウセンカのくきは、上に向
む
かって高く

のび、赤むらさき色のものや、うすい緑
みどり
色

のもの、白っぽい色のものなどがあります。

3　⑴ たまごからかえったばかりのモンシロ
チョウのよう虫

ちゅう
は、たまごのからを食べます。

　　⑵ モンシロチョウは、たまご→よう虫→さ
なぎ→せい虫のじゅんにせい長します。

4　下の図のように、かげが一番短
みじか
くなるの

は昼12時（正午）ごろです。かげは太
たい
陽
よう
と

反
はん
対
たい
がわにできるため、昼12時ごろのかげ

は北にできます。

5　⑵ うちわであおぐ風の力を強くすると、強
くあおぐ前にくらべ、より速

はや
く動くだけでな

く、より遠くまで動きます。この２点につい
て書けていれば、正かいです。1つのみ書け
た場合は、8点としましょう。

午前7時

午前10時
正午

午後2時

午後5時

午前7時午前10時正午午後2時午後5時
北

東 西

南

かげ

考 え 方

テスト夏休み理科

ウ

イ

イ

イ

エ

①

さ な ぎ

エ キ

子
し
葉
よう

より速
はや
く、より遠くまで動

くようになる。

葉
は

イ、ウ

答　え
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テ
ス
ト

1　⑴ 地図の方
ほう
位
い
の記

き
号
ごう
は上を指

さ
しています。

同じようにはり
4 4

が上を指している方位じしん
をえらびます。
　　⑵ 「ゆいさんの家は学校のとなり」です。
学校の地図記号 から見たとき、駅

えき
は北東の

方角になります。
　　⑷ 父→ゆうびん 局

きょく
　母→ 病

びょう
院
いん
　祖

そ
父
ふ
母
ぼ

→ 畑
はたけ
です。それぞれのしせつや土地利用を

しめす地図記号がある場所を答えましょう。
2　ビニールハウスは、だんぼうにより温度の
かんりができます。そのため、寒い時

じ
期
き
に、

あたたかい季
き
節
せつ
の作

さく
物
もつ
を育

そだ
てることができま

す。また雨風をふせぐので、台風などのえい
きょうを受

う
けにくく、害

がい
虫
ちゅう
が入りこんだり、

作物を食べられたりするなどのひがいもへら
せます。
3　冬（12～ 2月）の時期にしゅうかくされ
ている野

や
菜
さい
をカレンダーから読み取ります。

4　⑴ 「なえをうえ、水をやり、ひりょうをあた
える」→「せいちょうしたものからしゅうかく
する」→「出

しゅっ
荷
か
後、中

ちゅう
央
おう
おろし売り市場に集

あつ

められる」は農
のう
家
か
の仕

し
事
ごと
の流
なが
れです。工場では 

原
げん
料
りょう
を仕

し
入
い
れ、加

か
工
こう
後、せい品

ひん
にします。また、

食品工場ではたらく人は作
さ
業
ぎょう
前によごれが目

立つように、白色などの作業着
ぎ
に着がえます。

　　⑵ クリーンルームでは、体についた目に
見えないごみやほこりなども落

お
とします。

　《答えのれいと〇のつけ方》
　〇10点　「体についたごみを落とすところ」
　体についたごみやよごれを落とすということ
が書けていたら10点です。
　△5点　「ごみを落とすところ」
　体についているものを落とすというせつめい
が足りません。
　×0点　「そうじをするところ」
　何をそうじするのかがわかりません。

考 え 方

テスト夏休み社会

ウ

オ

ア ウ

ア　オ　カ

北東

②⑤④

ビニールハウス

ねぎ はくさい
（順不同）

れい �体についたよごれを
落
お

とすところ。

答　え
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テ
ス
ト

答　え

1
　
⑴
　
清せ

い
音
→
濁だ

く
音
（「゙ 

」
の
つ
く
音
）
の
じ
ゅ
ん
に
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
　
⑵�

　
拗よ

う

音
（
小
さ
い
「
ょ
」）
が
あ
り
ま
す
が
、
三
文
字
目
ま
で
同
じ
と
考
え

て
四
文
字
目
で
く
ら
べ
ま
す
。

　
　
⑶�

　
ゴ
ー
ル
（
ご
お
る
）、
コ
ー
ヒ
ー
（
こ
お
ひ
い
）
の
よ
う
に
、
の
ば
す
音

を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
考
え
ま
す
。

　
　
⑷�

　
促そ

く

音
（
小
さ
い
「
っ
」）
が
あ
り
ま
す
が
、
二
文
字
目
ま
で
同
じ
と
考
え

て
三
文
字
目
で
く
ら
べ
ま
す
。

2
　
⑴�

　「
一
日
中
」
は
「
ふ
っ
て
い
る
」
期き

間か
ん

（
ど
れ
く
ら
い
）
を
く
わ
し
く
し

て
い
ま
す
。

　
　
⑵
　「
白
い
」
は
「
鳥
」
の
様よ
う

子す

（
ど
ん
な
）
を
く
わ
し
く
し
て
い
ま
す
。

　
　
⑶�

　「
げ
ら
げ
ら
と
」
は
「
わ
ら
っ
た
」
様
子
（
ど
の
よ
う
に
）
を
く
わ
し
く

し
て
い
ま
す
。

　
　
⑷
　「
公
園
で
」
は
「
遊あ
そ
ん
だ
」
場
所
（
ど
こ
で
）
を
く
わ
し
く
し
て
い
ま
す
。

3
　
⑴�

　
―
―
①
の
前
後
に
注ち

ゅ
う

目も
く

し
ま
し
ょ
う
。
美み

波な
み

が
「
ひ
っ
こ
す
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
を
、
体
の
ま
ん
な
か
で
実じ
っ
感か

ん
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
⑵�

　
―
―
②
の
前
に
注
目
し
ま
す
。
き
ら
き
ら
の
東
京
を
想そ

う
像ぞ

う
し
て
ふ
く
ら
ん

で
い
た
美
波
の
気き

持も

ち
は
、友
だ
ち
に
会
え
な
く
な
る
こ
と
や
、だ
れ
も
知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
場
所
へ
行
く
こ
と
に
気
づ
い
て
、
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
気
持
ち
の
変へ
ん
化か

を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑶�

　
―
―
③
の
直
前
の
美
波
と
お
母
さ
ん
の
会
話
や
、
美
波
が
心
の
中
で
思
っ

て
い
る
こ
と
「
あ
え
な
い
ま
ん
ま
さ
よ
な
ら
な
ん
て
い
や
だ
。」
か
ら
、
美

波
の
行
動
の
理
由
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　「
洋
生
に
さ
よ
な
ら
を
言
う
た
め
」
と
同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
正
か
い
で
す
。

　
　
　
ま
た
、
文
の
終お

わ
り
を
「
～
た
め
」
で
ま
と
め
ま
す
。

考
え
方

テ
ス
ト

夏
休
み

国
語

1

　
さ
っ
き
ま
で
は
頭
で
わ
か
っ
て
い
て
、

今
は
体
の
ま
ん
な
か
で
そ
う
思
っ
た
。

れ
い �

　
洋よ
う
生せ
い
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、�

�

さ
よ
な
ら
を
言
う
た
め
。

アイ

ウエ

1

3

2

2

3

3

3

2

1

1

2
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国
　
語

答
え

1　
―
―
の
後
の
二
つ
の
だ
ん
落ら

く
に
注ち

ゅ
う

目も
く

し
ま
す
。

「
そ
れ
は
」
や
「
こ
う
し
た
」
の
内
よ
う
を
お
さ

え
て
、
人じ
ん
工こ

う
衛え

い
星せ

い
が
引ひ

き
起お

こ
し
て
い
る
問も

ん
題だ

い
に

つ
い
て
読
み
取と

り
ま
し
ょ
う
。

2　
「
そ
の
た
め
～
き
け
ん
が
あ
る
の
で
す
」（
７
～

９
行
目
）
で
、
役や
く
目め

を
終お

え
た
人
工
衛
星
が
き
け

ん
で
あ
る
理り

由ゆ
う
が
説せ

つ
明め

い
さ
れ
て
い
ま
す
。

3　
終お

わ
り
の
二
だ
ん
落
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
2

の
よ
う
な
事じ

故こ

が
起
き
な
い
よ
う
に
、「
大
き
な

ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
は
地
上
か
ら
見
は
ら
れ
て
い
ま

す
（
10
〜
11
行
目
）」
が
、「
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
デ

ブ
リ
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
12
〜
13

行
目
）」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解か
い

決け
つ

す
る

た
め
に
、「
宇う

宙ち
ゅ
う
の
ゴ
ミ
を
そ
う
じ
す
る
方ほ

う
法ほ

う
を

考
え
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
13
〜
14
行

目
）」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
方

1　
ア
＝
部ぶ

品ひ
ん　
イ
＝
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ

　
　
ウ
＝
回
っ
て
い
る
／
飛と

ん
で
い
る

2　
そ
の
た
め

3　
ア 説せ

つ
明め

い
文ぶ

ん
の
読よ

み
取と

り
④

20

44
ペ
ー
ジ

答
え

1　ローマ字表
ひょう
を見ながら、音の区

く
切
ぎ
りで線

を引くなどして一音一音かくにんしていきま
しょう。（れい）ｓａｋａｎａ

考 え 方

3　⑴「葉
は
っぱ」は、つまる音「っ」

の次
つぎ
の「ぱ（ｐ）」の音をかさねます。

ア「はぱ」、イ「はーぱ」と読みます。
　　⑵「おねえさん」は、のばす音「え
（ｅ）」の上に「¯」をつけます。イ「お
ねいさん」ウ「おねさん」と読みます。
　　⑶つまる音とのばす音に注

ちゅう
意
い
し

ましょう。アは「がこう」イは「がっ
こ」と読みます。
　　⑷「ん（ｎ）」の後に「’」をつけ
て、「や（ya）」との区切りを示し
ます。ア「ぱみゃ」、ウ「ぱんにゃ
（pa n nya）」と読み分けましょう。

1　

た
て
の
ヒ
ン
ト
と
よ
こ
の
ヒ
ン
ト
の
答
え
で
、

同
じ
漢か
ん

字じ

が
使つ

か
わ
れ
て
い
て
も
、
読
み
方
が
か
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
て
1

は
「
小
川
」、
よ

こ　

は
「
小
学
校
」
で
す
が
、「
小
」
を
「
お
」

と
読
ん
だ
り
、「
し
ょ
う
」
と
読
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
　
ほ
か
に
、
読
み
方
が
か
わ
る
の
は
た
て
3
と
よ

こ　
の
「
形
」、
た
て
4
と
よ
こ　
の
「
火
」、
た

て
5
と
よ
こ　
の
「
家
」
で
す
ね
。

　
　
ま
た
、
答
え
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
わ
か
り

そ
う
な
問も
ん
題だ

い
か
ら
取と

り
組く

み
ま
し
ょ
う
。
答
え
が

一
つ
わ
か
る
と
、
そ
の
答
え
が
ほ
か
の
問
題
の
ヒ

ン
ト
に
な
り
ま
す
よ
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と
く
コ

ツ
で
す
。

考
え
方

12

4

5

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

べ
つ
の
答
え�

家か

臣し
ん

5

ロ
ー
マ
字

21

43
ペ
ー
ジ

漢か
ん

字じ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

22

42
ペ
ー
ジ

答 え
１　⑴さかな　⑵えんぴつ
　　⑶かぶとむし　⑷かいすいよく
2　⑴ｍｅｇａｎｅ　⑵ｈａｎａｂｉ
　　⑶ｅｎｓｏｋｕ
　　⑷ｚｉｔｅｎｓｙａ（ｊｉｔｅｎｓｈａ）
3　⑴ウ　⑵ア　⑶ウ　⑷イ

3

5

21

4

1

2

3

4

5

小 学 校 人

川 長 方 形

教 室

花 画 家

火 曜 日 来
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国
　
語

答
え

答
え

1　
漢か

ん
字じ

を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
か
ら
、
声
に
出
し

て
指ゆ
び
を
使つ

か
っ
て
数
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
音
の
数
え
方

・
小
さ
い
「
っ
」
で
一
音
。

・�

小
さ
い「
ゃ
ゅ
ょ
」…「
り
ゃ
」「
り
ゅ
」「
り
ょ
」

な
ど
で
一
音
。　

・「
ー
（
の
ば
す
音
）」
で
一
音
。

2　
き
せ
つ
を
表あ

ら
わ
す
言こ

と
葉ば
（
季き

語ご

）に
注ち

ゅ
う
目も

く
し
て
、

俳
句
を
味あ
じ
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
①
は
春
（
桜
）、
②
は
冬
（
ス
ケ
ー
ト
）、
③
は

秋
（
柿
）、
④
は
夏
（
せ
み
）
の
句
で
す
。

考
え
方

1　
―
―
①
の
前
の
第だ

い
一
連れ

ん
に
注ち

ゅ
う
目も

く
す
る
と
、夏
休

み
は
終お

わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

2　
―
―
②
を
ふ
く
む
、
第
三
連
に
注
目
し
ま
し
ょ

う
。
よ
び
か
け
て
い
る
の
は
、第
四
連
の
「
ぼ
く
」

で
す
。

3　
第
三
連
の
「
忘わ

す
れ
も
の
を
と
り
に
さ
」
の
後
に

第
四
連
で
ど
ん
な
忘
れ
も
の
か
（
夏
休
み
の
思
い

出
）
が
表ひ
ょ
う
現げ

ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

4　
夏
休
み
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
か
ら
、
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
さ
び
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
読

み
取と

れ
ま
す
。

考
え
方

1　
①
ゆ
さ
ゆ
さ
と 

大お
お
枝え

だ
ゆ
る
る 

桜さ
く
ら
か
な

　
　
②�

ス
ケ
ー
ト
の 
ひ
も
結む

す

ぶ
間ま

も 

は
や
り

つ
つ

　
　
③
柿か
き

食く

へ
ば 

鐘か
ね

が
鳴な

る
な
り 

法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

　
　
④
し
ず
か
さ
や 

岩
に
し
み
入い

る 
せ
み
の
声

2　
①
風
・
ゆ
れ
て
い
る

　
　
②
ス
ケ
ー
ト
ぐ
つ
・
す
べ
り
た
い

　
　
③
食
べ
て
・
鳴
る
音

　
　
④
せ
み
の
声
・
聞
こ
え
て
い
る

1　
ウ

2　
だ
れ
が
＝
ぼ
く　
　
だ
れ
に
＝
夏
休
み

　
　

�

ど
ん
な
こ
と
を
＝
も
う
一い

ち
度ど

も
ど
っ
て
こ

な
い
か
な

3　
迷ま

よ
い
子ご

の
セ
ミ

　
　
さ
び
し
そ
う
な
麦
わ
ら
帽ぼ

う
子し

　
　
そ
れ
か
ら　
ぼ
く
の
耳
に

　
　
く
っ
つ
い
て
離は

な
れ
な
い
波な

み
の
音

4　
イ

俳は
い

句く

の
読よ

み
取と

り

17

47
ペ
ー
ジ

詩し

の
読よ

み
取と

り

18

46
ペ
ー
ジ

答
え

1　

文ぶ
ん

章し
ょ
う

の
中
で
く
り
返か

え

し
出
て
く
る
言こ

と

葉ば

や
、

問と

い
の
文
な
ど
に
注ち

ゅ
う
目も

く
し
て
文
章
の
話わ

題だ
い（
何
に

つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
か
）
を
読
み
取
り
ま
し
ょ

う
。
二
つ
目
の
だ
ん
落ら
く
か
ら
、
く
ら
し
に
役や

く
立だ

つ

人じ
ん
工こ

う
衛
星
に
つ
い
て
の
文
章
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

2　
「
気
象
衛
星
」「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」「
放
送
衛
星
や
通
信

衛
星
」「
地
球
観
測
衛
星
」
と
い
う
言
葉
を
手
が

か
り
に
し
て
、
各
だ
ん
落
の
内
よ
う
を
一
つ
ず
つ

お
さ
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3　
（　
あ　
）
で
始
ま
る
だ
ん
落
で
は
、
新
た
な
人

工
衛
星
の
例れ
い

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
の
だ
ん

落
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
「
こ
の
ほ
か
に
」

が
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

考
え
方

1　
イ

2　
気き

象し
ょ
う

衛え
い

星せ
い

＝
ウ　
Ｇジ

ー
Ｐピ

ー
Ｓエ

ス
＝
イ

　
　
放ほ
う

送そ
う

衛
星
や
通つ

う
信し

ん
衛
星
＝
ア

　
　
地ち

球き
ゅ
う

観か
ん

測そ
く

衛
星
＝
エ

3　
ウ 説せ

つ
明め

い
文ぶ

ん
の
読よ

み
取と

り
③

19

45
ペ
ー
ジ
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国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
は
じ
め
の
二
行
に
注ち

ゅ
う

目も
く

し
ま
し
ょ
う
。「
ひ
っ

こ
し
」「
島
を
で
る
」「
東
京
に
い
く
」
と
い
う
こ

と
を
お
さ
え
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。「
島
を
で
て

東
京
へ
ひ
っ
こ
し
を
す
る
。」
も
よ
い
で
す
ね
。

2　
―
―
の
前
の
美み

波な
み
が
東
京
に
つ
い
て
思
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

3　
「
と
う
き
ょ
う
」「
お
ひ
っ
こ
し
」
と
言
い
な
が

ら
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
と
ぶ
様よ
う

子す

に
注
目
し
ま
し
ょ

う
。
東
京
へ
ひ
っ
こ
す
こ
と
に
心
が
は
ず
ん
で
う

き
う
き
と
す
る
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
2
の
東
京
の
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
顔

が
に
ん
ま
り
し
て
し
ま
う
美
波
の
様
子
か
ら
も
ひ
っ

こ
し
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

考
え
方

1　
⑴
「
あ
ま
い
」
が
つ
く
こ
と
で
「
ど
ん
な
」
に

お
い
な
の
か
が
く
わ
し
く
わ
か
り
ま
す
。
⑵
「
ぼ

く
の
」
は
、「
だ
れ
の
」
妹
な
の
か
を
説せ
つ

明め
い

し
て

い
ま
す
。
⑹
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
」
は
、「
ど
こ
に
」

い
る
の
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

2　
⑴
「
妹
が
」
を
く
わ
し
く
し
て
い
る
の
は
「
わ

た
し
の
」
で
す
。「
し
く
し
く
と
」「
部へ

屋や

で
」
は
、

「
な
い
て
い
る
」
を
く
わ
し
く
し
て
い
ま
す
。

　
　

⑵
「
つ
れ
た
」
を
く
わ
し
く
し
て
い
る
の
は

「
や
っ
と
」で
す
。「
や
っ
と
つ
れ
た
」と
な
り
ま
す
。

　
　
⑶
「
あ
る
」
を
く
わ
し
く
し
て
い
る
の
は
、「
近

く
に
」
で
す
。「
近
く
に
あ
る
」
と
な
り
ま
す
。

考
え
方

1　
⑵
―
―
①
は
、
血ち

の
気け

が
引
く
（
不ふ

安あ
ん
や
き
ょ

う
ふ
な
ど
を
感か
ん

じ
て
顔
が
青
ざ
め
る
）
様よ

う

子す

を

表あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
直
後
の
美み

波な
み

の
言こ

と
葉ば

に
も
注ち

ゅ
う

目も
く

を
す
る
と
、
ひ
っ
こ
し
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

気き

持も

ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。

2　
―
―
②
の
前
の
部ぶ

分ぶ
ん
（
9
～
11
行
目
）
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
、
文
の
終お

わ
り
を
「
こ

と
」
で
ま
と
め
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

3　
―
―
③
の
直
前
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
え
な
い
ま
ん
ま
さ
よ
な
ら
な
ん
て
い
や

だ
。」（
19
行
目
）

　
　
洋
生
の
と
こ
ろ
へ
あ
い
に
い
っ
て
、
さ
よ
な
ら

を
言
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。

考
え
方

1　
れ
い 

ひ
っ
こ
し
で
島し

ま

を
で
て
東と

う

京き
ょ
う

に
い

く
。（
15
字
）

2　
ア
＝
ビ
ル　
イ
＝
う
っ
と
り

　
　
ウ
＝
ぴ
っ
か
ぴ
か

3　
ウ

1　
⑴
イ　
⑵
ア　
⑶
ウ　
⑷
ウ　
⑸
ウ　
⑹
ウ

2　
⑴
わ
た
し
の　
⑵
や
っ
と　
⑶
近
く
に

3　
⑴ 

れ
い 

白
い
・
大
き
な
・
毛
の
長
い
な
ど

　
　
⑵ 

れ
い 

楽
し
そ
う
に
・
さ
っ
そ
う
と
・

　
　
　
　
　

 

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
な
ど

《
さ
い
点
の
考
え
方
》

　
⑴
犬
の
様よ
う

子す

、
⑵
走
る
様
子
が
わ
か
る
よ
う

に
書
け
て
い
れ
ば
よ
い
。

1　
⑴�

ア
＝
ひ
っ
こ
す
ん
だ

　
　
　
イ
＝
体
の
ま
ん
な
か　
⑵
ア

2　
れ
い
・�

洋よ
う

生せ
い

、
る
な
ち
ゃ
ん
、
耕こ

う
太た

に
も

う
あ
え
な
く
な
る
こ
と
。

　
　
れ
い
・�

だ
あ
れ
も
知
っ
て
い
る
人
が
い
な

い
と
こ
ろ
に
い
く
こ
と
。

3　
イ

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り
③

15

49
ペ
ー
ジ

文
の
組
み
立
て
②

14

50
ペ
ー
ジ

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り
④

16

48
ペ
ー
ジ
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国
　
語

答
え

答
え

1　
―
―
①
の
直
前
の
「
こ
の
た
め
」
の
内
よ
う
に

注ち
ゅ
う
目も

く
し
ま
し
ょ
う
。魚
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の「
ど

く
ば
り
」
を
受う

け
る
と
、
体
が
「
し
び
れ
て
」
動う

ご
け

な
く
な
り
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に「
食
べ
ら
れ
て
」し

ま
う
か
ら
、近
よ
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　

二
つ
目
の
だ
ん
落ら

く

の
問と

い
の
文
に
注
目
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
文ぶ
ん

章し
ょ
う

の
話わ

題だ
い

（
何
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
か
）
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

3　
―
―
②
の
直
前
の
「
で
す
か
ら
」
の
前
の
部ぶ

分ぶ
ん

で
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
か
ん
ち
が
い
を
し
て
ク

マ
ノ
ミ
に
ど
く
ば
り
を
打う

た
な
い
理り

由ゆ
う

が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
ノ
ミ
の
体
は
、
～
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
も

の
と
同
じ
も
の
な
の
で
す
。（
13
～
15
行
目
）

考
え
方

1　
各か

く
だ
ん
落ら

く
の
内
よ
う
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。
一

つ
目
と
二
つ
目
の
だ
ん
落
で
は
ク
マ
ノ
ミ
に
と
っ

て
よ
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一
方
」

で
始は
じ

ま
る
三
つ
目
の
だ
ん
落
と
、「
ま
た
」
で
始

ま
る
四
つ
目
の
だ
ん
落
で
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

に
と
っ
て
よ
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　
最さ

い
後ご

の
「
こ
の
よ
う
に
し
て
」
で
始
ま
る
だ
ん

落
の
内
よ
う
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

お
た
が
い
に
、
ま
る
で
助た
す

け
あ
う
よ
う
に
し
て

く
ら
し
て
い
る
の
で
す
。（
21
～
22
行
目
）

　
　
ア　
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は
ク
マ
ノ
ミ
の
食
べ
の

こ
し
も
食
べ
ま
す
が
、
自
分
で
え
さ
を
と
れ
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ウ　
ク
マ
ノ
ミ
だ
け
が
助
け
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

考
え
方

1　
ア
＝
ど
く
ば
り　
イ
＝
し
び
れ
て（
し
ま
い
）

　
　
ウ
＝
（
口
に
運は
こ

ば
れ
）
食
べ
ら
れ
て

2�　
な
ぜ
ク
マ
ノ
ミ
は
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の�

し
ょ
く
手
に
入
っ
て
も
平へ

い
気き

な
の
で
し
ょ
う
か
。

3　
ウ

1　
ク
マ
ノ
ミ
＝
①
お
そ
わ
れ
る　
②
家

　
　
イ�

ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
＝
③
追お

い
は
ら
っ
て�

�

④
取
り
の
ぞ
い
て

2　
イ

説せ
つ

明め
い

文ぶ
ん

の
読よ

み
取と

り
①

11

53
ペ
ー
ジ

説せ
つ

明め
い

文ぶ
ん

の
読よ

み
取と

り
②

12

52
ペ
ー
ジ

答
え

1　
主し

ゅ
語ご

は
「
何
が
（
は
）」「
だ
れ
が
（
は
）」、じ
ゅ

つ
語
は
「
ど
う
し
た
（
ど
う
す
る
）」「
ど
ん
な
だ
」

「
何
だ
」
に
あ
た
る
言こ
と
葉ば

で
す
。

2　
ま
ず
、
主
語
と
じ
ゅ
つ
語
を
さ
が
す
と
、
く
わ

し
く
す
る
言
葉
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
⑶
聞
こ
え
る
を
く
わ
し
く
す
る
の
は
「
音
楽
室
か

ら
」
で
す
。「
ど
こ
か
ら
」
か
が
わ
か
り
ま
す
。

3　

⑴
「
い
つ
」「
何
を
」
食
べ
た
の
か
が
わ
か
る

言
葉
は
、「
き
の
う
」「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
」
で
す
。

　
⑵「
ど
ん
な
」ね
こ
な
の
か
が
わ
か
る
言
葉
は
、「
白

い
」「
大
き
な
」
で
す
。

　

⑶
「
何
を
」「
だ
れ
に
」
わ
た
し
た
の
か
が
わ
か

る
言
葉
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
」「
父
に
」
で
す
。

考
え
方

1　
⑴
夏
休
み
が　
　
始は

じ
ま
る

　
　
⑵
兄
が　
　
　
　
行
く

　
　
⑶
花
火
が　
　
　
打う

ち
あ
が
っ
た

2　
⑴
あ
さ
が
お
の　
⑵
公
園
に

　
　
⑶
音
楽
室
か
ら

3　
⑴
い
つ
＝
き
の
う　
何
を
＝
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

　
　
⑵
ど
ん
な
＝
白
い　
ど
ん
な
＝
大
き
な

　
　
⑶
何
を
＝
プ
レ
ゼ
ン
ト
を　
だ
れ
に
＝
父
に

文
の
組
み
立
て
①

13

51
ペ
ー
ジ



29

国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
多
く
の
国
語
じ
て
ん
で
は
、
見
出
し
語
が
言
い

切
り
の
形
で
の
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
し
ず

か
だ
」
な
ど
、様よ
う
子す

を
表あ

ら
わ
す
言こ

と
葉ば

の
一い

ち
部ぶ

は
「
し

ず
か
」
の
形
で
の
っ
て
い
る
こ
と
を
お
ぼ
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。国
語
じ
て
ん
を
た
く
さ
ん
引
い
て
、

見
出
し
語
の
形
に
な
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2　

⑵
「
き
れ
い
な
」
は
、「
き
れ
い
だ
」
と
ま
ち

が
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

3　
国
語
じ
て
ん
に
は
、
言
葉
の
意い

味み

が
い
く
つ
か

の
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
知
り
た

い
意
味
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
さ
が
し
ま
し
ょ

う
。

4　
「
よ
く
知
っ
て
い
る
。
く
わ
し
い
」
を
そ
れ
ぞ

れ
の
文
に
あ
て
は
め
て
、
意
味
が
通
じ
る
も
の
を

え
ら
び
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
漢
字
に
は
音
と
訓
の
読
み
が
あ
り
ま
す
。音
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
意い

味み

が
わ
か
り
に
く
く
、
訓
は
意

味
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
が
多
い
こ
と
を
お
ぼ
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2　
⑴
ア
「
さ
か
な
」
と
イ
「
ぎ
ょ
」
を
く
ら
べ
る

と
、
イ
「
ぎ
ょ
」
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で

イ
が
音
読
み
で
す
。

　
　

⑵
ア
「
か
」
と
イ
「
う
た
」
で
は
、
ア
「
か
」

は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
音
読
み
で
す
。

　
　
ほ
か
も
同
じ
よ
う
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
そ
れ
ぞ
れ
反は

ん
対た

い
の
意い

味み

の
言
葉
を
考
え
ま
す
。

　
　

⑴
「
明
る
い
」
の
反
対
は
「
暗く
ら

い
」。
⑵
「
と

う
着ち
ゃ
く
」
の
反
対
は
「
出し

ゅ
っ
発ぱ

つ
」。
⑶
「（
気き

温お
ん
が
ひ

く
く
て
）
寒さ
む
い
」
の
反
対
は
「
暑あ

つ
い
」。
⑷
「（
水

の
温お
ん

度ど

が
高
く
て
）
あ
つ
い
」
の
反
対
は
「
つ
め

た
い
」。
⑸「
売
る
」の
反
対
は「
買
う
」。
⑹「
つ

ま
ら
な
い
」の
反
対
は「
お
も
し
ろ
い
」「
楽
し
い
」

な
ど
に
な
り
ま
す
。

2　
「
出
場
」
の
「
場
」
は
「
じ
ょ
う
」
と
読
み
、

次つ
ぎ
の
「
場
合
」
の
「
場
」
は
「
ば
」
と
読
み
ま
す
。

同
じ
漢か
ん
字じ

で
も
ち
が
う
読
み
が
あ
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、漢
字
二
字
の
し
り
と
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
⑴
イ　
⑵
イ　
⑶
ア　
⑷
ア

2　
⑴
暑
い　
⑵
き
れ
い　
⑶
が
ん
ば
る

3　
⑴
イ　
⑵
ウ

4　
ア

1　
⑴
音
＝
ち
ょ
う　
訓
＝
あ
さ

　
　
⑵
音
＝
し
ょ
う　
訓
＝
な
ま

　
　
⑶
音
＝
せ
い　
　
訓
＝
ほ
し

2　
⑴
イ　
⑵
ア　
⑶
ア　
⑷
ア

3　
⑴
ち
ょ
う
り
・
し
ら
べ
る

　
　
⑵
お
う
さ
ま
・
よ
う
す

　
　
⑶
あ
い
て
・
そ
う
と
う

　
　
⑷
じ
ん
ぶ
つ
・
も
の
が
た
り

　
　
⑸
れ
ん
し
ゅ
う
・
ね
る

　
　
⑹
と
ざ
ん
・
の
ぼ
る

1　
⑴
暗
い　
⑵
出
発

　
　
⑶
暑
か
っ
た　
⑷
つ
め
た
い　
⑸
買
っ
た

　
　
⑹
お
も
し
ろ
か
っ
た
／
楽
し
か
っ
た

　
　
Ｑ
ウ

2　
出
場
→
場
合
→
合
計
→
計
算
→
算
数

　
　
→
数
日
→
日
記
→
記
入
→
入
学
→
学
校

　
　
Ｑ
10

国
語
じ
て
ん
②

8

56
ペ
ー
ジ

漢か
ん

字じ

の
音お

ん
と
訓く

ん

9

55
ペ
ー
ジ

言こ
と

葉ば

遊あ
そ

び

10

54
ペ
ー
ジ



30

国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
げ
ん
き
の
な
い
と
う
さ
ん
は
、「
ペ
ポ
ネ
の
か
お�

を
み
て
は
、
し
ん
ぱ
い
そ
う
に
、
く
び
を
か
し
げ
」、

「
か
あ
さ
ん
と
か
お
を
み
あ
わ
せ
て
は
、
た
め
い
き

ば
か
り
つ
い
て
」
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
ペ
ポ
ネ
に�

は
、ヒ
ゲ
が
ち
っ
と
も
は
え
て
こ
な
い
」か
ら
で
す
。

2　
（　

あ　
）
の
前
の
文
か
ら
と
う
さ
ん
の
気き

持も

ち
を
考
え
ま
し
ょ
う
。「
あ
か
ん
ぼ
う
の
こ
と
、
そ

の
う
ち
に
は
え
る
さ
」
と
気
楽
に
考
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。ウ
の「
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
」

は
、
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意い

味み

で
す
。

3　
―
―
②
の
後
の
「
か
ら
か
わ
れ
る
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」に
注ち
ゅ
う
目も

く
し
ま
し
ょ
う
。ペ
ポ

ネ
に
ヒ
ゲ
が
は
え
て
い
な
い
こ
と
を
な
か
ま
た
ち

に
お
も
し
ろ
が
ら
れ
た
り
、
わ
ら
わ
れ
た
り
す
る

の
で
は
な
い
か
と
し
ん
ぱ
い
し
て
い
る
の
で
す
。

イ
「
子
ど
も
だ
か
ら
」
と
い
う
理り

由ゆ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
間
や
ほ
か
の
動ど
う

物ぶ
つ

に
つ
い
て
は
文ぶ

ん

章し
ょ
う

に
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
ウ
、エ
も
ち
が
い
ま
す
。

考
え
方

1　
「
こ
れ
で
は
」
と
あ
る
の
で
、
―
―
①
の
前
に

注ち
ゅ
う

目も
く

し
ま
し
ょ
う
。
な
か
ま
た
ち
が
家
の
前
に

あ
つ
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
わ
け
は
、
ペ
ポ

ネ
に
ヒ
ゲ
が
な
い
こ
と
を
し
っ
た
な
か
ま
た
ち

が
、ペ
ポ
ネ
を
み
に
き
た
か
ら
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

2　
―
―
②
の
前
の
部ぶ

分ぶ
ん
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
お

こ
っ
て
お
い
は
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
」「
と
う

さ
ん
ヒ
ョ
ウ
は
ぼ
や
き
ま
し
た
が
、も
う
お
い
つ
き

ま
せ
ん
」と
、と
う
さ
ん
と
か
あ
さ
ん
は
ど
う
す
る�

こ
と
も
で
き
ず
「
あ
な
の
お
く
で
小
さ
く
な
っ
て
」�

い
ま
す
。ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
こ
ま
り
き
っ

て
い
る
ウ
の
気き

持も

ち
が
正
か
い
で
す
。ア
の
う
れ
し�

い
気
持
ち
や
イ
の
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
だ
っ
た
ら
、

な
か
ま
た
ち
か
ら
か
く
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

3　
「（
ヒ
ゲ
な
ん
か
な
く
っ
た
っ
て
、
ヒ
ョ
ウ
は

ヒ
ョ
ウ
だ
も
の
）」
の
部
分
を
ま
と
め
ま
す
。

考
え
方

1　
⑷
「
チ
ー
ズ
」
は
「
ち
い
ず
」
に
直
し
ま
す
。

2　
⑴
小
さ
い
「
っ
ゃ
ゅ
ょ
」
は
、
大
き
い
「
つ
や

ゆ
よ
」
の
後
に
な
ら
び
ま
す
。

　
⑶
清せ
い
音お

ん
→
濁だ

く
音お

ん（「
」の
つ
く
音
）→
半は

ん
濁だ

く
音お

ん（「
」

の
つ
く
音
）
の
じ
ゅ
ん
に
な
り
ま
す
。

3　
⑵
「
し
ゅ
う
か
い
」
と
「
じ
ゆ
う
け
ん
き
ゅ
う
」

の
間
に
入
る
言こ
と
葉ば

は
、
四
文
字
目
で
く
ら
べ
て
考

え
ま
す
。
四
文
字
目
が「
ク
」の
、「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
（
し
ゅ
う
く
り
い
む
）」
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

一
文
字
目
の
「
し
」
と
「
じ
」
は
国
語
じ
て
ん
を

引
く
時
は
同
じ
と
考
え
ま
す
。

考
え
方

1　
ア
＝
ヒ
ゲ　
イ
＝
は
え
て
こ
な
い

2　
ウ　
　
3　
ア

1　
ア
＝
ペ
ポ
ネ　
イ
＝
あ
つ
ま
っ
て

2　
ウ

3�　
れ
い 

ヒ
ゲ
が
な
く
て
も
ヒ
ョ
ウ
は
ヒ
ョ

ウ
だ
と
お
も
っ
て
い
る
か
ら
。

1　
⑴　
イ　
⑵　
イ　
⑶　
ウ　
⑷　
イ

2　
　
　

 

２	

　
　

 

１

　
　
　
　

 

１	

　
　

 

３

　
　
　
　

 

３	

　
　

 

２

　
　
　
　

 

２	

　
　

 

３

　
　
　
　

 

３	

　
　

 

２

　
　
　
　

 

１	

　
　

 

１

3　
⑴
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド　
⑵
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

4　
大
き
い
→
学
校
→
金
魚
→
ラ
イ
オ
ン

⑴

⑵

⑶

⑷

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り
①

5

59
ペ
ー
ジ

国
語
じ
て
ん
①

7

57
ペ
ー
ジ

58
ペ
ー
ジ

6
物も

の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り
②
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国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
⑴
「
黄
」
の
真ま

ん
中な

か
は
「
田
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
て
ぼ
う
は
上
に
つ
き
出
す

よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
「
色
」
を
表あ
ら
わ
す
言こ

と
葉ば

に
は
、
ほ
か
に
一
年
生
で

学が
く

習し
ゅ
う

し
た
「
白
・
赤
・
青
」
が
あ
り
ま
す
。

2　

き
せ
つ
は
「
春し

ゅ
ん

夏か

秋し
ゅ
う

冬と
う

」、
方
角
は
「
東と

う

西ざ
い

南な
ん

北ぼ
く

」
の
読
み
方
で
お
ぼ
え
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

3　
⑴
「
国
」
と
⑺
「
図
」
は
、
同
じ
部ぶ

分ぶ
ん

の
あ
る
漢

字
で
す
。
形
が
に
て
い
る
の
で
注ち
ゅ
う
意い

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑻
「
当
」
は
点
の
打う

ち
方か

た
を

ま
ち
が
え
て
い
な
い
か
、
か
く

に
ん
し
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　

⑴
「
雨
（
あ
め
・
あ
め
か
ん
む
り
）」
の
つ
く

漢
字
に
は
、
ほ
か
に
「
雲
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
⑵
「
日
（
ひ
・
ひ
へ
ん
）」
の
つ
く
漢
字
に
は
、

ほ
か
に
「
早
」「
明
」「
春
」「
昼
」「
時
」「
曜
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
⑶「
弓（
ゆ
み・ゆ
み
へ
ん
）」の
つ
く
漢
字
に
は
、

ほ
か
に
「
弱
」「
強
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

2　
⑴
「

（
に
ん
べ
ん
）」、
⑵
「

（
ぼ
く
づ
く

り
）、
⑶
「

（
ご
ん
べ
ん
）」
で
す
。

3　
⑴
「

（
つ
ち
へ
ん
）」、
⑵
「

（
く
に
が
ま

え
）」、
⑶
「

（
さ
ん
ず
い
）」、
⑷
「

（
い
と

へ
ん
）」
を
同
じ
部
分
に
も
つ
漢
字
で
す
。

　
　
同
じ
部
分
の
あ
る
漢
字
ご
と
に
、
ま
と
め
て
整せ
い

理り

す
る
の
も
お
す
す
め
の
勉べ

ん

強き
ょ
う

法ほ
う

で
す
。
こ
れ

ま
で
に
学が
く

習し
ゅ
う

し
た
漢
字
の
中
か
ら
さ
が
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

考
え
方

　
　

読
み
方
が
何
通
り
も
あ
る
漢
字
が
あ
り
ま
す
。

送
り
が
な
に
気
を
つ
け
て
読
み
分
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
送
り
が
な
に
は
漢
字
の
読
み
方

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

1　

⑴
「
下
る
」「
下
が
る
」、
⑶
「
上
る
」「
上
が

る
」、
⑷
「
入
る
」「
入
れ
る
」
は
ま
ち
が
え
や
す

い
の
で
と
く
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

2　
⑵「
明
か
り
」「
明
る
い
」、⑶「
細
い
」「
細
か
い
」

は
、
送
り
が
な
を
ま
ち
が
え
や
す
い
の
で
、
読
み

方
と
い
っ
し
ょ
に
し
っ
か
り
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
⑴
黄　
⑵
黒　
⑶
茶

2　
き
せ
つ
＝
春
・
夏
・
秋
・
冬

　
　
方
角
＝
東
・
西
・
南
・
北　

　
　
（
ど
の
順じ
ゅ
ん

番ば
ん

で
答
え
て
も
正
か
い
で
す
。）

3　
⑴
国
語　
⑵
音
楽　
⑶
社
会　
⑷
算
数

　
　
⑸
理
科　
⑹
体
育　
⑺
図
画
工
作

　
　
⑻
給
食
当
番　
⑼
日
直　
⑽
教
室

1　
⑴

　
⑵

　
⑶

2　
⑴
　
⑵
　
⑶

3　
⑴
場
・
地　
⑵
園
・
回　
⑶
海
・
池

　
　
⑷
絵
・
組

1　
⑴
く
だ
る
・
お
ろ
す
・
さ
が
る

　
　
⑵
い
き
る
・
う
ま
れ
る
・
は
え
る

　
　
⑶
の
ぼ
る
・
あ
が
る

　
　
⑷
は
い
る
・
い
れ
る　
⑸
で
る
・
だ
す

2　
⑴
お
そ
わ
る
・
お
し
え
る

　
　
⑵
あ
か
り
・
あ
か
る
い

　
　
⑶
ほ
そ
い
・
こ
ま
か
い

　
　
⑷
と
お
る
・
か
よ
う

　
　
⑸
い
く
・
お
こ
な
う

　
　
⑹
す
く
な
い
・
す
こ
し

２
年
生
の
漢か

ん
字じ

②

2

62
ペ
ー
ジ

同
じ
部ぶ

分ぶ
ん

の
あ
る
漢か

ん
字じ

3

61
ペ
ー
ジ

漢か
ん

字じ

の
送お

く
り
が
な

4

60
ペ
ー
ジ
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答
え

1　

⑴
～
⑷
「
人
の
体
」
を
表あ

ら
わ

す
言こ

と

葉ば

に
は
、
ほ

か
に
一
年
生
で
学が
く

習し
ゅ
う

し
た
「
手
・
足
・
目
・
耳
・

口
」
が
あ
り
ま
す
。

　
　

⑸
「
母
」
は
、
形
の
に
て
い
る
「
毎
」

と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
点
の
打う

ち
方か

た
に

注ち
ゅ
う

意い

し
ま
し
ょ
う
。

2　
送お

く
り
が
な
も
い
っ
し
ょ
に
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
。

3　
⑹
「
午
」
は
た
て
ぼ
う
を
上
に
つ
き
出
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
つ
き
出
す

と
「
牛
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

な
か
ま
の
言
葉
や
反は
ん

対た
い

の
意い

味み

の
言
葉
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
練れ
ん

習し
ゅ
う

を
す
る

と
一い
ち

度ど

に
た
く
さ
ん
の
漢
字
を
お
ぼ
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
す
す
め
の
勉べ
ん

強き
ょ
う

法ほ
う

で
す
。

考
え
方

午

1　
⑴
頭　
⑵
顔　
⑶
か
み
の
毛　
⑷
首

　
　
⑸
母　
⑹
弟　
⑺
妹

　
　
⑻
父　
⑼
姉　
⑽
兄

2　
⑴
走
る　
⑵
歩
く　
⑶
話
す　
⑷
歌
う

3　
⑴
多
い　
⑵
弱
い　
⑶
遠
い　
⑷
太
い

　
　
⑸
売
る　
⑹
午
後

２
年
生
の
漢か

ん
字じ

①

1

63
ペ
ー
ジ

3年生

問
もん

題
だい

をとき終
お

わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 ふく習

しゅう

しましょう。

答えと
考え方

算数・理科・社会・英語の答えは反
はん

対
たい

がわから始
はじ

まります。
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Ｚ 会 の 夏 休 み ド リ ル




